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▼下弦梁上端

▼梁上端
▼最高高さ

▼1FL
▲設計GL（KBM+55)

私達はこの敷地に 14mｽﾊﾟﾝのﾌｨｰﾚﾝﾃﾞｨｰﾙ梁を門型に並べ、支

店の中心となる窓口ロビーを配置した。さらにﾌｨｰﾚﾝﾃﾞｨｰﾙ梁

の上弦材と下弦材に屋根を１ｽﾊﾟﾝ毎に互違いに架け、特徴あ

る凹凸のある屋根を構成した。この屋根はこの支店の外観に

固有性を強調するとともに、屋根の段差に設けたハイサイド

からは時間ごとに移ろう自然光がロビーに表情を与える。

このように構造の形態がダイレクトに空間の性質に繋がる、

または空間と構造体が抜き差しならない関係性をつくること

で、強度の高い建築をつくりたいと考えた。

構造計画

大ｽﾊﾟﾝの無柱空間となるロビーはﾌｨｰﾚﾝﾃﾞｨｰﾙ梁とすることで梁

部材寸法を抑え、内装のスケールから逸脱しないようにした。

さらにロビーの手前と奥に配置されるＡＴＭコーナー、と職員

用バックヤードは剛性を高めたラーメンフレームとし地震力を

負担することで、建物全体の剛性を高めた計画としている。




